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全 体 位 置 図

凡 例

東海環状自動車道（開通済）

その他の高速道路（開通済）

東海環状自動車道（事業中）

東海環状
自動車道

※東海環状自動車道・伊勢湾岸自動車道が通過する市町村及びその内側の市町村を中京圏とする。

１．事業概要
（１）事業目的

■一般国道４７５号 東海環状自動車道は、愛知県豊田市を起点とし、愛知県瀬戸市、岐阜県岐阜市及び大垣市等の主要都市

を経て三重県四日市市に至る延長約１５３kmの高規格道路（一般国道の自動車専用道路）です。

■本事業は、中京圏の放射状道路ネットワークを環状道路で結び、広域ネットワークを構築することによる、環状道路内の渋滞

緩和、地域経済の活性化、災害に強い道路機能の確保を目的に計画された道路です。

－ １ －
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鞍ヶ池スマートIC

五斗蒔スマートIC

IC
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東海環状自動車道 延長約153km

北勢～四日市
延長14.4km

養老～北勢
延長18.0km

関～養老
延長44.2km
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※ （ ）書きのIC名は仮称
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三重県四日市市北山町
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三重県

土岐～関
延長39.0km

愛知県豊田市岩倉町起
とよた いわくらちょう

豊田～土岐
延長36.9km



土岐～関 関～養老 養老～北勢 北勢～四日市

起終点

起点
岐阜県土岐市

土岐津町
岐阜県関市広見

岐阜県養老郡

養老町大跡

三重県いなべ市

北勢町阿下喜

終点 岐阜県関市広見
岐阜県養老郡

養老町大跡

三重県いなべ市

北勢町阿下喜

三重県四日市市

北山町

都市計画決定 平成元年度 平成８年度 平成１９年度 平成３年度

事業化 平成元年度 平成６年度 平成１０年度 平成２年度

計画交通量 ２４，５００台/日 ２４，７００台/日 １７，３００台/日 ２４，７００台/日

有料道路
事業許可

平成１２年８月
平成２０年８月

平成２３年６月 平成２３年６月 平成２３年６月

用地着手年度 平成２年度 平成１３年度 平成２５年度 平成５年度

工事着手年度 平成８年度 平成１９年度 平成２６年度 平成９年度

前回の再評価 令和3年度 （指摘事項なし：継続）

全体事業費 ４，３４０億円
６，３６３億円
（２８８憶円増）

２，８１８億円
（６８３億円増）

１，７４８億円
（１０９億円増）

2.52.5 4.57.0

23.5

標 準 断 面 図

2.52.5 7.0 7.04.5

23.5

7.0
北勢～四日市
延長14.4km

養老～北勢
延長18.0km

関～養老
延長44.2km

●事業名 ：一般国道４７５号 東海環状自動車道

●起終点 ：（起点）愛知県豊田市岩倉町

（終点）三重県四日市市北山町

●延長 ：１５２.５km

（開通済：４車線 ３９．８km、２車線 ６９．６ｋｍ）

とうかいかんじょう

よっかいち きたやまちょう

●道路規格：第１種第２級

自動車専用道路

●設計速度：１００ km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●事業再評価対象箇所
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盛土部・切土部 橋梁部 トンネル部

■東海環状自動車道では、現在、土岐～関、関～養老、養老～北勢、北勢～四日市の４つの区間で事業を推進しています。

■東海環状自動車道の土岐南多治見IC～山県IC、大野神戸ＩＣ～養老IC、大安ＩＣ～新四日市ＪＣＴは暫定２車線（一部完成４車
線）で開通しています。

しんよっかいちだいあん

１．事業概要
（２）計画概要

とき

東海環状自動車道概要図

東海環状自動車道 延長約153km

土岐南多治見IC

土岐JCT

美濃関JCT

関
広
見
IC

大垣西IC

養老JCT

養老IC

東員IC

新四日市JCT

東回り 延長約76km西回り 延長約77km

※開通済み延長は中日本高速道路株式会社の管理延長

終

よっかいち きたやまちょう

豊田東JCT

大垣西IC～養老JCT
H24.9.15

２車線開通済
延長6.0km

三重県四日市市北山町

土岐JCT～美濃関JCT
H17.3.19

２車線開通済
延長33.2km

豊田東JCT～土岐JCT
H17.3.19

４車線開通済
延長39.8km
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おおの ごうど ようろう

美濃関JCT～関広見IC
H21.4.18

２車線開通済
延長2.9km

大安IC

養老JCT～養老IC
H29.10.22

２車線開通済
延長3.1km

土岐～関
延長39.0km

とよた いわくらちょう

愛知県豊田市岩倉町
とよた いわくらちょう
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東員IC～新四日市JCT
H28.8.11

２車線開通済
延長1.4km

大野神戸IC～大垣西IC
R1.12.14

２車線開通済
延長7.6km

大野
神戸IC

関広見IC～山県IC
R2.3.20

２車線開通済
延長9.0km

（単位：ｍ）
大安IC～東員IC

H31.3.17
２車線開通済
延長6.4km

※ （ ）書きのIC名は仮称
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（北勢IC） 豊田～土岐
延長36.9km



200

300

400

500

600

1 2 3

① 交通渋滞の緩和

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

■東海環状自動車道の整備により、中京圏の主要都市間の所要時間短縮が見込まれます。
■また、環状道路の分散導入・バイパス・迂回機能により、東海環状自動車道内側の高速道路の渋滞損失時間の減少が期待さ
れます。

○主要都市間の所要時間短縮

－ ３ － ※東海環状道路内側の高速道路を対象に、3時点のネットワークにおいて、R22交通量推計より渋滞損失時間を推計

○東海環状自動車道内側の渋滞損失時間（高速道路）

東海環状
未整備

現在
（R５.３月末時点）

全線
整備後

５７２

３４９

損
失
時
間
（
万
人
時
間
／
年
）

0

○環状道路の３機能

・分散導入機能 ・バイパス機能 ・迂回機能

郊外から都心部への交通
を分散して導入することで、
都心部の交通集中が緩和
されます

通過交通の都心部への流
入を抑制することで、都心
部の交通集中が緩和され
ます

災害や事故等による一部
区間の不通にも速やかに
迂回誘導が可能になりま
す

※東海環状未整備：全線整備無し

現在 ：豊田東JCT～土岐JCTが4車線整備、土岐JCT～山県IC、大野神戸IC～養老IC、

大安IC～新四日市JCTが暫定2車線整備

全線整備後 ：全線4車線整備

４18

約１６％減

約３９％減約２７％減

～～

①

岐阜県

三重県

愛知県

156

41

1

四日市市

大垣市

岐阜市
関市

土岐市

主要渋滞箇所（出口）：２１箇所
主要渋滞箇所（本線）： ５箇所

高速道路の主要渋滞箇所（環状道路内側）

一宮ＪＣＴ

豊田市

※整備前：全線未開通、整備後：全線4車線整備
各市の市役所を起終点として、以下の条件で算出
整備前：H22センサスの平均旅行速度（※市道等は30km/h）を用いて算出
後：東環は100km/h、アクセス道路は30km/hとして算出

整備前：70分
整備後：45分

⇒２５分短縮

整備前：90分
整備後：50分
⇒４０分短縮

整備前：110分
整備後：40分

⇒７０分短縮整備前：100分
整備後：55分

⇒４５分短縮

整備前のルート
整備後のルート

所要時間算出ルート



２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

■平成１２年の東回り全線着工後、沿線市町の製造業従業者数が約２．５万人、製造品出荷額等は約８兆円増加しました。
■令和８年度の東海環状自動車道の全線開通を見据え、沿線地域での企業進出等が活発になっています。

○東海環状自動車道沿線に立地する工業団地の動向

② 地域経済の活性化

－ ４ －

大野神戸IC

関広見IC西回り 東回り

新四日市JCT

大安IC

H 29.10開通

養老IC

養老JCT

R 1.12開通

H 28.8開通

H 24.9開通

H 17.3開通：豊田東JCT～美濃関JCT
H 21.4開通：美濃関JCT～関広見IC

豊田東JCT

山県IC
R 2.3開通

R4.11 自治体調査結果より

美濃関JCT

延長 約76km延長 約77km

R 6年度開通予定

（北勢IC）

R 6年度
開通予定

大垣西IC

東員IC

※用地取得等が順調な場合

R 1.3開通

R 8年度
開通予定※ 延長 18.0km

四日市港

名古屋港

C3

E1

E41

E19

C2

E1

E1A

E23

お お の ご う ど

お お が き に し

よ う ろ う

よ う ろ う

ほ く せ い

だいあん

と う い ん

し ん よ っ か い ち

(海津ＰＡ・ＳＩＣ)

駒野工業団地

やまがた

み の せ き

せ き ひ ろ み

と よ た ひ が し

工業団地（平成12年迄完成：40箇所）

工業団地（平成13年以降完成：32箇所）

工業団地（計画中：8箇所）

<凡例>

かい づ

こ ま の

延長 18.5km

延長 6.6km

区画２

令和3年10月撮影

至

養
老
Ｉ
Ｃ

至(

北
勢
Ｉ
Ｃ)

258
ROUTE

（海津PA・SIC）

東海環状自動車道

令和8年度開通予定

・令和４年１１月 自動車車体部品メーカーと立地契約
・令和６年１０月 工場竣工予定

・令和３年６月 製菓メーカーと立地契約締結
・令和７年８月 工場竣工予定

・令和2年12月から分譲開始

駒野工業団地

区画１

1.00

0.82 0.84 0.85 0.84 0.81

1.00
1.08 1.09 1.11 1.10 1.09

0

10

20

30

40

50

1.00
1.06 1.10 1.07

1.011.00

1.57
1.67 1.63 1.58

0

10

20

30

40

50

■大野神戸ＩＣ周辺の開発状況

■沿線市町の製造業従業者数と製造品出荷額等の推移

・経済センサス活動調査（2021年）より作成
・製造品出荷額等は、東回り・西回りの合算値
・沿線市町は東海環状自動車道が通過する市町

・経済センサス活動調査（2021年）より作成
・従業者数は、東回り・西回りの合算値
・沿線市町は東海環状自動車道が通過する市町

平成12年

東回り開通

(平成17年3月)

27.3

約8兆円増加

製
造
業
従
業
者
数(

万
人)

製
造
品
出
荷
額
等(

兆
円)

29.9 30.2 30.1 29.8

約2.5万人増加

平成30年 令和3年令和2年令和元年 平成12年 平成29年 令和2年令和元年平成30年

東回り開通

(平成17年3月)

14.4

22.7 24.0 23.5 22.8

：製造業従業者数 ：伸び率全国沿線 ：製造品出荷額等 ：伸び率全国沿線

29.5

平成29年

イビデン(株)
基本協定締結
【令和３年９月】



東海環状
自動車道

関西
方面

北陸
方面

関東
方面

東海環状
自動車道

新東名
高速道路

東名
高速道路

新名神
高速道路

東名阪
自動車道

出典：「中部版 くしの歯作戦」（令和４年５月改訂版）

■東海環状自動車道
広域支援ルートを形成

＋
他の広域支援ルートを

相互に接続

③ 災害に強い道路機能の確保＜中部版「くしの歯作戦」＞

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

広域支援ルート

アクセスルート

沿岸沿いルート

道路啓開ステップ

■東海環状自動車道は、強震動予測地域や海抜ゼロメートル地帯等、災害リスクが高い地域を避けたルートや災害リスクを回避した構造による計画としています。
■大規模災害時の道路啓開にあたっては、中部版「くしの歯作戦」において、広域的な支援ルートであるステップ１「くしの軸」、そこから被災地にアクセスするステッ
プ２「くしの歯」、沿岸沿いルートのステップ３の順にルートが設定されています。

■東海環状自動車道は「くしの軸」となる広域支援ルートを形成するとともに、他の広域支援ルートを相互に接続することで、災害に強い道路機能を確保します。

ItemFile: wd/all/wd_max_all_wd/all.txt

Palette: ../wd_cao5usu.pal

[10mメッシュ]

             |≦ 0.00

     -  0.01 |＜ 0.01
 0.01-  0.3  |＜ 0.30
 0.3 -  1.0  |＜ 1.00
 1.0 -  2.0  |＜ 2.00
 2.0 -  5.0  |＜ 5.00
 5.0 - 10.0  |＜10.00
10.0 - 20.0  |＜20.00
20.0 -       |≧20.00

5dot

津波浸水深(m) 凡例

■「くしの歯作戦」のステップ

海抜ゼロ
メートル地帯

19

22

1

23

155

1

23

1

302

258

強震動
予測地域

19

22

1

23

155

1

23

1

302

258

出典：全国地震動予測地図（地震調査研究推進本部） 出典：地震ハザードステーション（防災科学技術研究所）

■災害リスクが高い地域を避けたルート・災害リスクを回避した構造

強震動予測地域 海抜ゼロメートル地帯

強震動予測地域を
避けたルート

東
名
高
速
道
路

新名神高速道路

（養老ＪＣＴ）

名古屋南ＪＣＴ

小牧ＪＣＴ

一宮ＪＣＴ

美濃関ＪＣＴ

名古屋西ＪＣＴ

四日市ＪＣＴ

水害に強い

（四日市北ＪＣＴ）

東海北陸自動車道

放射状高速道路と連結

（ ）のJCT名は仮称

美濃関JCT

土岐JCT

豊田東JCT

豊田JCT

（養老JCT）

四日市JCT

（四日市北JCT）

水害に強い高架構造

75

3 5

32

1 2

7

30

200

3700

0海抜０ｍ以下
海面

１ｍ以上 ２ｍ未満

２ｍ以上 ３ｍ未満

３ｍ以上 ５ｍ未満

５ｍ以上 ７ｍ未満

７ｍ

３０ｍ

２００ｍ

３７００ｍ

（Ｔ．Ｐ）標高値

海面

75

3 5

32

1 2

7

30

200

3700

0海抜０ｍ以下
海面

１ｍ以上 ２ｍ未満

２ｍ以上 ３ｍ未満

３ｍ以上 ５ｍ未満

５ｍ以上 ７ｍ未満

７ｍ

３０ｍ

２００ｍ

３７００ｍ

（Ｔ．Ｐ）標高値

海面

出典：「中部版 くしの歯作戦」（令和４年５月改訂版）

STEP１ STEP２ STEP３くしの「軸」 くしの「歯」 被災地

全ての拠点へのアクセスルートを確保

発

災

広域支援ルートを確保

沿岸沿いルートの道路啓開

被災地アクセスルートの道路啓開

拠点（人命救助、緊急物資輸送）へのアクセスルートを確保

全ての被災地への緊急物資

輸送ルートを確保

くしの「軸」

くしの「歯」

－ ５ －



④ 高度救急医療の支援

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

■カーラーの救命曲線

※道路センサス(2010)昼間平均旅行速度より算出 （西回りは70km/hで試算）

■岐阜大学医学部付属病院の時間圏拡大エリア

岐阜県立
多治見病院

中濃厚生病院

岐阜県総合
医療センター

大垣市民病院

岐阜県唯一の
高度救命救急センター

岐阜大学医学部附属病院

－ ６ －

■(仮称)岐阜IC直近にある岐阜大学医学部付属病院は、岐阜県で唯一の高度救命救急センターを保有する病院です。
■高度な医療技術を必要とする場合、県内の病院からの転院搬送の連携も行っているところです。
■救命救急は、６０分以内の治療が救命率を左右するため、道路開通による搬送時間短縮により、高度救急医療への支

援が期待されます。

東環未整備時の30分圏域

東環全線整備後の30分圏域拡大エリア

東環未整備時の60分圏域

東環全線整備後の60分圏域拡大エリア

第3次救急医療機関
※岐阜大学医学部付属病院は、県内で唯一、

高度救命救急センター（全国で46施設）に位置づけ

出典：H27年度全国道路・街路交通情勢調査
東海環状自動車道は、規制速度70km/hと設定

東環
全線
開通前

東環
全線
開通後

約４５分短縮

岐阜県立
多治見病院

岐阜大学
医学部附属

病院
約100分

約55分

東海環状自動車道
（仮称）岐阜IC予定地

岐阜大学医学部附属病院

【写真①】
至 養老JCT

至 美濃関JCT

60分を超えると
救命困難

■転院搬送時の所要時間の短縮（事例）



凡 例

東海環状自動車道（開通済）

その他の高速道路（開通済）

東海環状自動車道（事業中）

３．事業の進捗及び見込みの視点

（ ）のIC名は仮称

－ ７ －

１）事業進捗の見込みの視点

■R１.１２.１４に大野神戸IC～大垣西IC、R２.３.２０に関広見IC～山県ICが開通し、東海環状全線の約７割が開通しています。

■山県IC～大野神戸IC間(延長１８．５km)、(仮称)北勢IC～大安IC間(延長６．６km)は、R６年度開通に向け、工事を推進しています。

■養老IC～(仮称)北勢IC間(延長１８．０km)が、R８年度開通することで全線開通となり、早期開通に向け、用地、工事を推進してい

ます。

路
線

一般国道４７５号 東海環状自動車道
（土岐～四日市）

区
間

土岐～関 関～養老 養老～北勢 北勢～四日市

備
考

【用地取得率】
100％
（令和2年度末）
→100％
（令和4年度末）

【事業進捗率】
約74％
（令和2年度末）
→約77％
（令和4年度末）

【用地取得率】
100％
（令和2年度末）
→100％
（令和4年度末）

【事業進捗率】
約61％
（令和2年度末）
→約77％
（令和4年度末）

【用地取得率】
約99％
（令和2年度末）
→約99％
（令和4年度末）

【事業進捗率】
約28％
（令和2年度末）
→約38％
（令和4年度末）

【用地取得率】
100％
（令和2年度末）
→100％
（令和4年度末）

【事業進捗率】
約75％
（令和2年度末）
→約88％
（令和4年度末）

新東名
高速道路

名古屋
第二環状
自動車道

岐阜県

新名神
高速道路

愛知県

美濃加茂IC

土岐南
多治見IC

土岐JCT

可児御嵩IC

富加関IC

美濃関JCT

関
広
見

大垣西IC

大野神戸IC

（糸貫IC）

養老JCT
養老IC

（北勢IC）

東員IC

せと品野IC

せと赤津IC

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田松平IC

豊田東JCT
新四日市JCT

（岐阜IC）

山県IC

鞍ヶ池スマートIC

五斗蒔
スマートIC

IC

（海津スマートIC）

大安IC

岐阜三輪
スマートIC

東海環状自動車道 延長約153km

北勢～四日市
延長14.4km

養老～北勢
延長18.0km

関～養老
延長44.2km

21

156

22

41

258

19

1

23

153

155

三重県

土岐～関
延長39.0km

起

R2.3.20開通
R6年度
開通予定

R1.12.14開通

H24.9.15開通

H29.10.22開通

H31.3.17開通

H28.8.11開通

R6年度
開通予定

H17.3.19開通（豊田東ＪＣＴ～美濃関ＪＣＴ）
H21.4.18開通（美濃関ＪＣＴ～関広見ＩＣ）

西回り 延長約77km 東回り 延長約76km

※1：用地取得等が順調な場合

終

よっかいち

三重県四日市市

北山町

終

ようろう

岐阜県養老郡

養老町大跡
ようろうちょうおおあと 起

三重県いなべ市

北勢町阿下喜
ほくせいちょう あ げ き

終

起

きたやまちょう

起

岐阜県関市広見
せき ひろみ

終

愛知県豊田市岩倉町
とよた いわくらちょう

起

終

R8年度
開通予定

※1

豊田～土岐
延長36.9km

土岐津町
と き つ ちょう

岐阜県土岐市
と き



３．事業の進捗及び見込みの視点

－ ８ －

■東海環状自動車道（西回り）の事業進捗状況

（ ）内のIC名は仮称

凡 例

東海環状自動車道暫定開通
東海環状自動車道未開通
高速道路
一般国道

●撮影位置

【（仮称）岐阜IC付近（写真①）】

N

関広見IC

山県IC

（岐阜IC）

（糸貫IC）

大野神戸IC

大垣西IC

養老JCT

養老IC

156

21

258

岐阜県

美濃関JCT

（北勢IC）

大安IC

新四日市JCT

三重県

東員IC

愛知県

伊勢湾岸自動車道

1

23

名古屋
第二環状
自動車道

22

岐阜三輪
スマートIC

（海津スマートIC）

：橋梁区間

：トンネル区間
※（ ）のIC名は仮称

Ｒ５．２撮影

Ｒ５．２撮影

Ｒ５．２撮影

至 養老JCT

至 美濃関JCT

（岐阜IC）

至 養老JCT

至 美濃関JCT

（糸貫IC）

至 養老JCT

至 新四日市JCT

【（仮称）糸貫IC付近（写真②）】

【大安IC～（仮称）北勢IC間（写真③）】

Ｒ３．３撮影 至 養老JCT

至 美濃関JCT

（岐阜IC）

至 美濃関JCT

Ｒ３．６撮影 至 養老JCT

（糸貫IC）

Ｒ３．３撮影

至 新四日市JCT

至 養老JCT



４．事業費の見直しについて

－ ９ －

■ 事業費増加の要因

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加

②構造物の長期耐久性の向上を目的とした要領等の改訂に伴う変更

③地盤改良におけるセメント系固化材の変更

④環境基準を超過した建設発生土の処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 合計１０８０億円増額

事業費増額の要因 増額

５４６億円

１９４億円

１８０億円

１６０億円

合計 １０８０億円

②構造物の長期耐久性の向上等を目的とした要領の改訂に伴う変更・・・ １９４億円
■構造物の長期耐久性の向上を目的とした要領等の改訂により舗装・施設・構造物等において、増額が必要となった。
■橋梁では、床版の長期耐久性の確保を目的に、従来のシート系防水層からウレタン樹脂を塗膜する高性能床版防水に変更するとともに、箱桁内部の
確実な点検のために桁内照明を追加する必要が生じた。

■また、第三者被害防止のためのコンクリート剥落防止対策及び標識等の落下対策を実施する必要が生じた。

④環境基準を超過した建設発生土の処理 ・・・ １６０億円
■養老トンネルにおいて、掘進に伴い実施した溶出試験で、砂岩破砕帯部から当初想定しなかった環境基準を超えるヒ素の溶出量が検出された。
■その為、同様な断層・破砕帯の地質区間においても、環境基準を超えるヒ素の検出が想定されることから、要対策土として汚染土壌処理施設での処分
の必要が生じた。

■当初は、トンネル残土を本線盛土に使用する計画であったが、要対策土を盛土へ流用することができなくなるため、購入土で対応する必要が生じた。

③地盤改良におけるセメント系固化材の変更 ・・・ １８０億円
■当初計画では、地盤改良の改良材は、一般軟弱土用のセメント系固化材としマニュアルにより平均的な添加量を想定していた。
■現地施工に先立って実施した室内強度試験の結果、想定よりも地盤が軟弱なことから、目標強度を実現するためには高有機質土用や特殊土用の
セメント系固化材への変更や添加量の変更が必要となった。

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加・・・５４６億円
■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和3年度）に比べ
て、建設資材や労務費の単価が上昇している。
■建設資材価格の伸び率では、R3.4 を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.4倍～1.7倍となっている。
■労務単価についても、鉄筋工で1.12倍と前回評価から増加している。
■鋼材価格や労務単価の上昇に伴い、橋梁・トンネル等の工事費の増加が必要となった。



４．事業費の見直しについて

－ １０－

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加 ・・・ ５４６億円

■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和3年度）に比べ
て、建設資材や労務費の単価が上昇している。
■建設資材価格の伸び率では、R3.4を基準とした場合、鋼板、H鋼、異形棒鋼等の鋼材価格が約1.4倍～1.7倍となっている。
■労務単価についても、鉄筋工で1.12倍と前回評価から増加している。
■鋼材価格や労務単価の上昇に伴い、橋梁・トンネル等の工事費の増加が必要となった。

■建設資材単価の伸び率（R3.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R3年度を基準に算出）

1.72
鋼板

1.46
H形鋼 SS400 

1.46
異形棒鋼 SD345

1.18
軽油 1.2号

1.13
アスファルト
混合物

1.17
生コン

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

1.12

1.14

普通作業員伸び率 鉄筋工伸び率

トンネル作業員伸び率 橋梁特殊工伸び率

交通誘導員B 伸び率

令和３年度

1.12
（鉄筋工）

1.09
（交通誘導員B）

令和４年度 令和５年度

1.09
（普通作業員）

1.08
（トンネル作業員）

1.07
（橋梁特殊工）

0.90

1.10

1.30

1.50

1.70

R
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R
3
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R
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R
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.1

R
5
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R
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アスファルト混合物密粒度アスコン（20） H形鋼 SS400 200×100

異形棒鋼 SD345 D16～25 鋼板無規格 12≦ｔ≦25

軽油 1.2号 生コン 24-8-25BB



４．事業費の見直しについて

－ １１ －

■構造物の長期耐久性の向上を目的とした要領等の改訂により舗装・施設・構造物等において、増額が必要となった。

■橋梁では、床版の長期耐久性の確保を目的に、従来のシート系防水層からウレタン樹脂を塗膜する高性能床版防水に変更す
るとともに、箱桁内部の確実な点検のために桁内照明を追加する必要が生じた。

■また、第三者被害防止のためのコンクリート剥落防止対策及び標識等の落下対策を実施する必要が生じた。

②構造物の長期耐久性の向上等を目的とした要領の改訂に伴う変更 ・・・ １９４億円

○高性能床版防水対策への変更：１０９億円
・橋梁床版の長期耐久性確保を目的に、高性能床版防水を採用

【対象橋梁】
159橋、約65万㎡

○コンクリート剥落防止対策の追加：２１億円
・コンクリート片落下による第三者被害防止のための剥落防止対策を実施

75° 75°

橋梁（下部工） 施工範囲 橋梁（上部工）

施工範囲

○管理面での施設追加（桁内照明）等：６１億円
・箱桁内部の確実な橋梁点検のため、桁内照明を追加設置
・道路上の油等の流出対策として、油水分離桝を設置

桁内照明設置の箱桁橋の橋長：約8,100m

単柱

標識等落下対策（約2,500箇所)

標識板 ＴＮ内設備

○交通安全施設の落下対策： ３億円
・第三者被害防止を目的に、標識・照明灯具等の落下対策等を実施

油水分離桝設置予定数量：316個
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中間砂礫層

粘性土層

粘性土層

砂礫層

深層混合処理工

４．事業費の見直しについて

③地盤改良におけるセメント系固化材の変更 ・・・ １８０億円

■当初計画では、地盤改良の改良材は、一般軟弱土用のセメント系固化材としマニュアルにより平均的な添加量を想定していた。

■現地施工に先立って実施した室内強度試験の結果、想定よりも地盤が軟弱なことから、目標強度を実現するためには高有機質土用や特殊土用の

セメント系固化材への変更や添加量の変更が必要となった。

当初（一般軟弱土用）

◆セメント系固化材の使用計画変更対象箇所

関広見IC

山県IC

（岐阜IC）

（糸貫IC）

大野神戸IC

大垣西IC

養老JCT

養老IC

156

21

258

岐阜県

美濃関JCT

（北勢IC）

大安IC

新四日市JCT

三重県

東員IC

愛知県

伊勢湾岸自動車道

1

23

名古屋
第二環状
自動車道

22

岐阜三輪
スマートIC

（海津スマートIC）

◆位置図

養老IC
～北勢IC

延長18.0km
土工部

高架橋土工部トンネル

至

養
老J

C
T

至

三
重
県

土工部高架橋土工部

高架橋 高架橋

土工部

本線部

海津ＰＡ部
庭田地区

写真①

一般軟弱用➡高有機質土用

一般軟弱用➡高有機質土用
一般軟弱用➡特殊土用

岐阜県

愛知県

◆横断図（深層混合処理工法）

210m 613m 898m 589m

深さ
14～45m

幅 21～53m

一般的な粘性土に対して室内
目標強度3000kN/㎡を満足する
固化材添加量の平均値を採用

－ １２ －

高有機質土（海津ＰＡ）

特殊土（庭田地区）

腐植物片を
多く含む

軟質なシルト状の
スライムが主体

当初
変更

（海津ＰＡ）
（本線部）

変更
（庭田地区）

対象土量
約290万㎥
（添加量

200kg/㎥）

約275万㎥
（添加量

350kg/㎥）

16万㎥
（添加量

250kg/㎥）

固化材量 約58万t 約96万t 4万t

単価 28,000円/t 33,000円/t 65,000円/t

材料費 163億円 約317億円 約26億円

増額180億円セメント系固化材による
地盤改良マニュアルの
配合結果より算定

【写真①】



４．事業費の見直しについて

－ １３ －

箇所 分析項目 基準値
検出濃度
（最大値）

養老トンネル ヒ素 0.01mg/L 以下 0.051～0.054mg/L

■養老トンネルにおいて、掘進に伴い実施した溶出試験で、砂岩破砕帯部から当初想定していなかった環境基準を超えるヒ素の溶出量が検出された。

■その為、同様な断層・破砕帯の地質区間においても環境基準を超えるヒ素の検出が想定されることから、要対策土として汚染土壌処理施設での処分

の必要が生じた。

■当初は、トンネル残土を本線盛土に使用する計画であったが、要対策土を盛土へ流用することができないため、購入土で対応する必要が生じた。

④環境基準を超過した建設発生土の処理 ・・・ １６０億円

関広見IC

山県IC

（岐阜IC）

（糸貫IC）

大野神戸IC

大垣西IC

養老JCT

養老IC

156

21

258

岐阜県

美濃関JCT

（北勢IC）

大安IC

新四日市JCT

三重県

東員IC

愛知県

伊勢湾岸自動車道

1

23

名古屋
第二環状
自動車道

22

岐阜三輪
スマートIC

（海津スマートIC）

◆位置図

養老IC
～北勢IC

延長18.0km
養老トンネル

◆土壌溶出量試験結果

◆要対策土量

◆事業費

箇所
総掘削量 うち、要対策土

養老トンネル 約540,000m3 約175,000m3

単価 変更土量(m3) 増額

有料処分 86,800円/m3
175,000m3

150億円

購入土 5,700円/m3 10億円

◆地質縦断図 岐阜側坑口
NO.511+0.00NO.982+3.00

養老トンネル（内回り線 本坑） L=4727.192m

破砕帯地質：約1,340m

○土質凡例

チャート

凝灰岩

砂岩

砂岩優勢頁岩互層

泥岩

崖錐堆積物 dt

CH

Tf

Ss

Salt

Ms

Ss砂岩破砕帯

断層：約120m

養老トンネル岐阜県側坑口

：Br箇所

環境基準を超えるヒ素の検出



【前回再評価時からの変更点】
１．将来OD表の変更（平成22年度全国道路・街路交通情勢調査→平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が約8％減少。
２．将来道路網条件の変更（R2年度事業化済道路網→R5年度事業化済道路網）により、国道247号西知多道路（長浦～日長）等が追加 。
３．費用便益分析マニュアルの改訂（H30マニュアル→R4マニュアル）により、各便益の原単位の更新、道路構造物の更新に要する費用を追加。
４．総走行台キロの年次別伸び率の更新（平成22年度全国道路・街路交通情勢調査→平成27年度全国道路・街路交通情勢調査） 。
５．費用便益分析の基準年次を変更（R3年度→Ｒ5年度）
６．費用便益分析のＧＤＰデフレータを更新（R3年度→Ｒ5年度）
７．東海環状自動車道の事業費増（1,080億円増加）

５．費用対効果分析
３便益による事業の投資効果

－ １４ －

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道４７５号東海環状自動車道（豊田～四日市）」周辺の主要な幹線道路（延長約15,978.4㎞）を対象として算出。
※２ 令和4年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR22将来ODに基づきB/Cを算出。
※３ 残事業のB/C算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。
※４ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
※５ 今回再評価より、構造の更新に要する費用も対象とし、更新計画やこれまでの類似工事実績等を基に算出。
※６ 事業区間を東海環状自動車道（土岐～関）として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】 2.3 【残事業】 4.9

事業区間を東海環状自動車道（関～養老）として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】 1.3 【残事業】 6.1

事業区間を東海環状自動車道（養老～北勢）として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】 1.2 【残事業】 2.1

事業区間を東海環状自動車道（北勢～四日市）として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】 1.5 【残事業】 12.6

※７ 前回再評価において、一体評価の運用の変更に伴う費用対効果分析結果を参考値として記載

■費用便益分析（B/C）について
◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費【事業全体】

【残事業】

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10％ 1.3～1.6

事業費 ±10％ 1.5～1.5

事業期間 ±20％ 1.5～1.6

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10％ 2.6～3.2

事業費 ±10％ 2.7～3.2

事業期間 ±20％ 2.7～3.0

<感度分析結果>

便 益 （億円） 費 用 （億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時
（土岐～四日市）

8,495 659 161 9,315 3,720 358 - 4,077 2.3

【参考】前回評価時
（豊田～四日市）

8,600 667 163 9,429 3,720 364 50 4,133 2.3

今回評価時
（豊田～四日市）

9,301 995 202 10,497 2,960 356 299 3,615 2.9

便 益 （億円） 費 用 （億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時
（土岐～四日市）

22,976 1,982 524 25,481 17,296 1,081 - 18,377 1.4

【参考】前回評価時
（豊田～四日市）

34,171 2,920 801 37,892 23,415 1,822 571 25,808 1.5

今回評価時
（豊田～四日市）

38,075 3,922 963 42,959 26,457 1,548 1,089 29,093 1.5



７．県・政令市への意見聴取結果
＜土岐～関＞

＜関～養老＞

－ １５ －

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■東海環状自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、
沿線地域産業の拡充、観光産業の支援、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に
大きな変化は無いことから、現計画が最も適切であると考えます。

■東海環状自動車道の地盤改良工事では、計画段階で作成した三次元モデルと地盤改良機械の施工管理装置を連携する
ICT地盤改良システムを活用し、従来実施していた改良箇所の位置出しや出来形管理を省略する事で、作業時間の短縮や
省力化を図っています。今後も、技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進
していきます。

■岐阜県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存はありません。
なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。
・東海環状自動車道は、首都圏と近畿圏、日本海側圏域と太平洋側圏域を結ぶロータリーとして機能し、東海地方のみならず日本の経済や産業
を支える重要な社会基盤です。
・４車線化事業中である土岐JCT～可児御嵩IC 間については、開通見通しを示したうえで、早期完成をお願いします。また、時間信頼性の確保お
よび事故防止等の観点から、可児御嵩IC～関広見IC 間についても早期事業化をお願いします。
・事業費については、最新技術の活用などによる徹底したコスト縮減をお願いします。

■岐阜県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存はありません。
なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。
・東海環状自動車道は、首都圏と近畿圏、日本海側圏域と太平洋側圏域を結ぶロータリーとして機能し、東海地方のみならず日本の経済や産業を
支える重要な社会基盤です。
・令和６年度の開通見通しが示されている山県IC～大野神戸IC 間について、着実に事業を推進し、可能な限り前倒しでの供用をお願いします。
・事業費については、今回の見直しによる増加額が大きいことから、最新技術の活用などによる徹底したコスト縮減及び単年度の県負担が大きくな
らないよう予算の平準化をお願いします。



７．県・政令市への意見聴取結果
＜養老～北勢＞

＜北勢～四日市＞

－ １６ －

■岐阜県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。
なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。
・東海環状自動車道は、首都圏と近畿圏、日本海側圏域と太平洋側圏域を結ぶロータリーとして機能し、東海地方のみならず日本の経済や産業
を支える重要な社会基盤です。
・令和８年度の開通見通しが示されている養老IC～北勢IC 間について、着実に事業を推進し、可能な限り前倒しでの供用をお願いします。
・事業費については、今回の見直しによる増加額が大きいことから、最新技術の活用などによる徹底したコスト縮減及び単年度の県負担が大きく
ならないよう予算の平準化をお願いします。

■三重県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存はありません。
東海環状自動車道は、我が国のものづくり産業の中心である中京圏のポテンシャルを飛躍的に高めるとともに、災害に強い道路として円滑かつ

迅速な復旧・復興を可能にする極めて重要な道路です。
ものづくり中京圏の一翼を担う三重県産業の生産性向上に寄与するとともに、新たな企業立地による更なる地域経済の活性化等様々な効果が

期待されます。
今後も引き続き、当県と十分な調整をしていただき、令和８年度の開通見通しが示されている養老ＩＣ～（仮称）北勢ＩＣ間については、施工期間

が長期となる「県境トンネル工事」を着実に推進するとともに、事業を加速させ、１日も早い開通をお願いいたします。
なお、事業費については、最新の技術の活用も含め徹底したコスト縮減をお願いいたします。

■三重県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存はありません。
東海環状自動車道は、我が国のものづくり産業の中心である中京圏のポテンシャルを飛躍的に高めるとともに、災害に強い道路として円滑かつ

迅速な復旧・復興を可能にする極めて重要な道路です。
ものづくり中京圏の一翼を担う三重県産業の生産性向上に寄与するとともに、新たな企業立地による更なる地域経済の活性化等様々な効果が

期待されます。
今後も引き続き、当県と十分な調整をしていただき、令和６年度の開通見通しが示されている（仮称）北勢ＩＣ～大安ＩＣ間については、残る工事を

着実に推進するとともに、事業を加速させ、１日も早い開通をお願いいたします。
なお、事業費については、最新の技術の活用も含め徹底したコスト縮減をお願いいたします。

＜北勢～四日市＞



８．対応方針（原案）

■一般国道４７５号東海環状自動車道の事業を継続する。

－ １７ －


